
(57)【要約】

液圧式ユニット（１１）は、ピン（１５，１６）によっ

て貫通されたエラストマエレメント（１７，１８）によ

って、コンソール（１２）の互いに直角に延びた２つの

脚（１７，１８）に弾性的に支承されている。コンソー

ル（１２）の脚（１４）は、ユニット（１１）の取付け

方向とは反対方向に開放した、エラストマエレメント（

１８）を収容するための切欠を有している。ピン（１６

）に配置された緊定手段（３４，３５，３６）を用いて

、エラストマエレメント（１８）は軸方向に圧縮され、

コンソール（１２）の脚（１４）の、切欠と、切欠の両

側に配置された側面とに押し付けられる。圧縮されたエ

ラストマエレメント（１８）を用いて、コンソール（１

２）の脚（１４）との相互形状による結合及び摩擦によ

る結合が達成されている。装置は車両において利用可能

である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 ブ レ ー キ 系 の 液 圧 式 の ユ ニ ッ ト （ １ １ ） を 車 両 に 弾 性 的 に 支 承 す る た め の 装 置 （ １ ０
） で あ っ て 、
互 い に 直 角 に 延 び た ２ つ の 脚 （ １ ３ ， １ ４ ） を 有 す る コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） が 設 け ら れ て お
り 、 該 コ ン ソ ー ル に ユ ニ ッ ト （ １ １ ） が 、 ピ ン （ １ ５ ， １ ６ ） に よ っ て 貫 通 さ れ た エ ラ ス
ト マ エ レ メ ン ト （ １ ７ ， １ ８ ） を 用 い て 支 承 さ れ て お り 、
ユ ニ ッ ト （ １ １ ） の 取 付 け 方 向 （ ４ ５ ） に 延 び た 第 １ の ピ ン （ １ ５ ） が 、 取 付 け 方 向 （ ４
５ ） に 対 し て 直 角 に 延 び た 、 コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） の 第 １ の 脚 （ １ ３ ） に 配 属 さ れ て お り 、
こ れ に 対 し て 、 コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） の 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） が 、 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） の 平 面 に 対
し て 直 角 に 延 び た 軸 線 を 備 え た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） を 収 容 す る た め の 、 取 付 け
方 向 （ ４ ５ ） と は 反 対 方 向 に 開 放 し た 少 な く と も １ つ の 切 欠 （ ２ １ ， ２ ２ ） を 有 し て い る
形 式 の も の に お い て 、
コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） の 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） に 配 属 さ れ た 、 中 空 円 筒 状 の エ ラ ス ト マ エ レ メ ン
ト （ １ ８ ） が 、 減 径 さ れ た 中 間 区 分 （ ４ ０ ） を 有 し て お り 、 該 中 間 区 分 が 、 コ ン ソ ー ル （
１ ２ ） の 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） の 切 欠 （ ２ １ ， ２ ２ ） に は め 込 ま れ て お り 、
エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） の 中 間 区 分 （ ４ ０ ） が 、 円 周 の 半 分 以 上 ま で コ ン ソ ー ル （
１ ２ ） の 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） に よ っ て 取 り 囲 ま れ て お り 、
コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） の 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） に 配 属 さ れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） が 、
第 ２ の ピ ン （ １ ６ ） に 配 置 さ れ た 緊 定 手 段 （ ３ ４ ， ３ ５ ， ３ ６ ） に よ っ て 半 径 方 向 に 拡 開
さ れ か つ 軸 方 向 で 圧 縮 さ れ 、
エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） が 、 中 間 区 分 （ ４ ０ ） に お い て は 切 欠 （ ２ １ ， ２ ２ ） に 押
し 付 け ら れ て お り か つ 、 中 間 区 分 （ ４ ０ ） の 両 側 に 隣 接 し た 端 部 区 分 （ ３ ８ ， ３ ９ ） に お
い て は 、 コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） の 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） の 、 切 欠 （ ２ １ ， ２ ２ ） を 取 り 囲 ん だ 両
方 の 側 面 （ ２ ４ ， ２ ５ ） に 押 し 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 車 両 ブ レ ー キ 系 の 液 圧
式 の ユ ニ ッ ト を 車 両 に 弾 性 的 に 支 承 す る た め の 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） の 第 ２ の 脚 （ １ ４ ） に 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） を 収 容 す
る た め の 、 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ２ つ の 切 欠 （ ２ １ ， ２ ２ ） が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら
の 切 欠 が 、 前 記 第 １ の ピ ン （ １ ５ ） が 延 び て い る 平 面 （ ２ ３ ） に 対 し て 対 称 的 に 位 置 し て
い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ の ピ ン （ １ ６ ） が 、 ユ ニ ッ ト （ １ １ ） に 押 し 込 ま れ て い る か 又 は ね じ 込 ま れ て お
り か つ ユ ニ ッ ト （ １ １ ） に 隣 接 し て 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） の 内 径 に は ま り 込 ん
だ 区 分 （ ３ ２ ） を 有 し て お り 、 該 区 分 （ ３ ２ ） か ら 、 よ り 直 径 が 小 さ な ね じ シ ャ フ ト （ ３
３ ） が 延 び て お り 、 該 ね じ シ ャ フ ト に 緊 定 手 段 と し て フ ラ ン ジ （ ３ ５ ） を 備 え た ブ シ ュ （
３ ４ ） と ナ ッ ト （ ３ ６ ） と が 被 せ 嵌 め ら れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ブ シ ュ （ ３ ４ ） が エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） の 内 径 に は め 込 ま れ て い る の に 対 し
、 フ ラ ン ジ （ ３ ５ ） は 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） と 少 な く と も ほ ぼ 直 径 が 同 じ で あ
る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の ピ ン （ １ ６ ） の ユ ニ ッ ト 側 の 区 分 （ ３ ２ ） と ブ シ ュ （ ３ ４ ） と が 、 圧 縮 さ れ て
い な い エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） の 端 部 区 分 （ ３ ８ ， ３ ９ ） に 合 致 し た 長 さ を 有 し て
お り 、 第 ２ の ピ ン （ １ ６ ） の 区 分 （ ３ ２ ） が 、 ブ シ ュ （ ３ ４ ） の た め の 衝 突 部 を 形 成 し て
い る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
第 ２ の ピ ン （ １ ６ ） と 、 一 方 の 端 部 区 分 （ ３ ８ ） に お い て 第 ２ の ピ ン （ １ ６ ） の ユ ニ ッ ト
側 の 区 分 （ ３ ２ ） に 被 せ 嵌 め ら れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ８ ） と 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ
ン ト （ １ ８ ） の 他 方 の 端 部 区 分 （ ３ ９ ） に は め 込 ま れ た 、 フ ラ ン ジ （ ３ ５ ） を 備 え た ブ シ
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ュ （ ３ ４ ） と 、 ね じ シ ャ フ ト （ ３ ３ ） に ね じ 嵌 め ら れ た ナ ッ ト （ ３ ６ ） と が 、 構 造 群 （ ３
７ ） を 形 成 し て い る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の ピ ン （ １ ５ ） に よ っ て 貫 通 さ れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト （ １ ７ ） が 、 コ ン ソ ー
ル （ １ ２ ） の 第 １ の 脚 （ １ ３ ） に 形 成 さ れ た 開 口 （ ２ ０ ） に 収 容 さ れ て お り 、 該 開 口 が 少
な く と も ほ ぼ 長 孔 と し て 形 成 さ れ て お り 、 該 長 孔 の 長 軸 が 、 コ ン ソ ー ル （ １ ２ ） の 第 ２ の
脚 （ １ ４ ） の 平 面 に 対 し て 直 角 に 延 び て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 部 に 基 づ く 装 置 か ら 出 発 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の よ う な 装 置 は 既 に 公 知 で あ り （ ド イ ツ 連 邦 共 和 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ９ ７ ２ ４ １ ７ ７ 号
明 細 書 ） 、 こ の よ う な 装 置 は 、 下 方 に 位 置 し た ウ ェ ブ と 、 ウ ェ ブ か ら 直 角 に 突 出 し た 、 互
い に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た ２ つ の 脚 と を 備 え た コ ン ソ ー ル を 有 し て い る 。 脚 に は そ れ ぞ
れ １ つ の 、 上 方 へ 開 放 し た 支 承 シ ェ ル が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 ウ ェ ブ に は 上 向
き の ピ ン が 設 け ら れ て い る 。 車 両 ブ レ ー キ 系 の 液 圧 式 ユ ニ ッ ト は 、 上 方 か ら コ ン ソ ー ル に
嵌 合 さ せ ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 ピ ン は 、 ブ シ ュ 状 の エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト が 間 に 配 置 さ
れ な が ら 、 ユ ニ ッ ト の 下 側 に 設 け ら れ た 切 欠 に 係 合 す る 。 こ れ に 対 し て 、 脚 の 支 承 シ ェ ル
に は ブ シ ュ 状 の エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト が 収 容 さ れ 、 こ の エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト は 、 装 置 の
、 互 い に 向 き 合 っ た ２ つ の 側 面 に ね じ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 装 置 を コ ン ソ ー ル に 位 置
固 定 す る た め に 、 支 承 シ ェ ル は 、 開 放 し た 側 に お い て 留 め 具 に よ っ て ブ リ ッ ジ さ れ て お り
、 こ の 留 め 具 は 、 係 止 噛 合 い を 用 い て コ ン ソ ー ル の 脚 に 固 定 さ れ て い る 。 コ ン ソ ー ル は 、
車 両 の エ ン ジ ン 室 内 に 、 車 両 の 車 体 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
発 明 の 利 点
こ れ に 対 し て 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 備 え た 本 発 明 に よ る 装 置 は 、 そ れ ぞ れ の エ ラ ス ト マ エ レ
メ ン ト の 変 形 の み に よ っ て 液 圧 式 ユ ニ ッ ト と コ ン ソ ー ル と の 相 互 形 状 に よ る 結 合 及 び 摩 擦
に よ る 結 合 が 生 ぜ し め ら れ る と い う 利 点 を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 ユ ニ ッ ト の 位 置 固 定 の た
め の 別 個 の 構 造 部 分 が 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 属 請 求 項 に 示 さ れ た 手 段 に よ っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 装 置 の 有 利 な 発 展 及 び 改 良 が
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
請 求 項 ２ に 基 づ く 装 置 の 構 成 に よ っ て 装 置 の ３ 箇 所 支 承 が 提 供 さ れ 、 こ の 場 合 、 コ ン ソ ー
ル の 第 ２ の 脚 に 収 容 さ れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト が 、 ユ ニ ッ ト の 端 面 に 配 属 さ れ て い る こ
と が で き 、 こ の こ と は 、 車 両 に お け る 装 置 の 所 要 の 組 付 け 空 間 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と に
寄 与 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
従 属 請 求 項 ３ 、 ４ 及 び ５ に は 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト 及 び 緊 定 手 段 の た め の 有 利 な 構 成 が
記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ６ に 基 づ く 本 発 明 の 構 成 に よ っ て 、 ユ ニ ッ ト と は 別 個 に 取 り 付 け か つ 試 験 す る こ と
が で き る 構 造 群 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 面
本 発 明 の 実 施 例 が 、 図 面 に 簡 略 化 し て 示 さ れ て お り 、 以 下 に さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。 図 １
は 、 コ ン ソ ー ル を 用 い て 車 両 ブ レ ー キ 系 の 液 圧 式 ユ ニ ッ ト を 弾 性 的 に 支 承 す る た め の 装 置
を 側 面 図 で 示 し て お り 、 図 ２ は 、 コ ン ソ ー ル の 区 分 を 図 １ の 矢 印 Ｉ Ｉ の 方 向 で 見 た 拡 大 図
を 示 し て お り 、 図 ３ は 、 コ ン ソ ー ル の 区 分 を 図 ２ の 矢 印 Ｉ Ｉ Ｉ の 方 向 で 見 た 平 面 図 を 示 し
て お り 、 図 ４ は 、 ユ ニ ッ ト の 、 軸 方 向 で 圧 迫 さ れ た 固 定 手 段 の 、 図 １ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿
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っ て 見 た 拡 大 さ れ た 断 面 図 を 示 し て お り 、 図 ５ は 、 図 ４ に 示 し た 固 定 手 段 を 示 し て い る が
、 圧 迫 さ れ て い な い 構 造 群 と し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 施 例 の 詳 細 な 説 明
図 １ に 示 さ れ た 、 そ の 他 の 部 分 は 示 さ れ て い な い 車 両 ブ レ ー キ 系 の 液 圧 式 ユ ニ ッ ト １ １ を
弾 性 的 に 支 承 す る た め の 装 置 １ ０ は 、 コ ン ソ ー ル １ ２ を 有 し て お り 、 こ の コ ン ソ ー ル １ ２
は 、 概 略 的 に の み 図 示 し た よ う に 、 車 両 の 車 体 に 堅 固 に 結 合 さ れ て い る 。 コ ン ソ ー ル １ ２
は 、 互 い に 直 角 に 延 び た ２ つ の 脚 １ ３ ， １ ４ を 有 し て お り 、 こ れ ら の 脚 に は ユ ニ ッ ト １ １
が 、 ピ ン １ ５ ， １ ６ に よ っ て 貫 通 さ れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ７ ， １ ８ を 用 い て 支 承 さ
れ て い る 。 ユ ニ ッ ト １ １ の 下 側 １ ９ に 設 け ら れ た ピ ン １ ５ は 、 長 さ の 一 部 ま で 前 記 ユ ニ ッ
ト に 押 し 込 ま れ て お り 、 中 空 円 筒 状 に 形 成 さ れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ７ を 貫 通 し て い
る 。 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト は 、 薄 板 成 形 部 材 と し て 形 成 さ れ た コ ン ソ ー ル １ ２ の 、 下 側 １
９ に 対 し て 平 行 に 延 び た 第 １ の 脚 １ ３ に 設 け ら れ た 、 卵 形 又 は 楕 円 形 の 長 孔 の 形 式 の 開 口
２ ０ に 結 合 さ れ て い る 。 コ ン ソ ー ル の 第 １ の 脚 １ ３ か ら 直 立 し た 第 ２ の 脚 １ ４ に は 、 間 隔
を 置 い て 配 置 さ れ た ２ つ の 切 欠 ２ １ ， ２ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 切 欠 は 、 こ の 脚 １
４ の 平 面 に 対 し て 直 角 に 延 び た 平 面 ２ ３ に 対 し て 対 称 的 に 位 置 し て お り 、 こ の 平 面 ２ ３ 上
に お い て 、 ピ ン １ ５ と 、 長 手 方 向 軸 線 を 備 え た 開 口 ２ ０ の 長 孔 と が 延 び て い る （ 図 ２ 及 び
図 ３ ） 。 両 切 欠 ２ １ ， ２ ２ は 、 上 方 へ 開 放 し た 、 ほ ぼ 円 形 の 輪 郭 を 有 し て い る 。 両 切 欠 ２
１ ， ２ ２ の 領 域 に お い て 第 ２ の 脚 １ ４ の 側 面 ２ ４ ， ２ ５ に は 、 図 ２ に 切 欠 ２ ２ の 周 囲 に 概
略 的 に 示 さ れ て い る よ う に 、 エ ン ボ ス 加 工 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い て よ い 。 両 切 欠 ２ １ ， ２
２ の 数 に 一 致 し て ２ つ ず つ 設 け ら れ た ピ ン １ ６ 及 び エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ は 同 じ 構 造
を 有 す る 。 両 方 の 箇 所 に 取 り 付 け ら れ る 構 成 部 材 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ピ ン １ ６ は 、 長 手 方 向 に 波 形 が 形 成 さ れ た 押 込 み プ ラ グ ２ ８ を 有 し て お り 、 こ の 押 込 み プ
ラ グ ２ ８ を 用 い て ピ ン は ユ ニ ッ ト １ １ の 収 容 孔 ２ ９ に 相 対 回 動 不 能 に 押 込 み 座 を 用 い て 収
容 さ れ て い る （ 図 ４ ） 。 実 施 例 と は 異 な る 形 式 で は 、 押 込 み プ ラ グ ２ ８ に ね じ 山 区 分 が 設
け ら れ て 、 ピ ン １ ６ が 螺 合 に よ っ て ユ ニ ッ ト １ １ に 取 り 付 け ら れ て い る こ と も で き る 。 押
込 み プ ラ グ ２ ８ に は 、 ピ ン １ ６ の 、 直 径 が よ り 大 き な 皿 状 部 ３ ０ が 接 続 し て お り 、 こ の 皿
状 部 ３ ０ を 用 い て ピ ン は 下 側 １ ９ に 対 し て 直 角 に 延 び た 端 面 ３ １ に 軸 方 向 に 支 持 さ れ て い
る 。 皿 状 部 ３ ０ に は 、 減 径 さ れ た 区 分 ３ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 区 分 ３ ２ か ら 、 こ の 区
分 よ り も 減 径 さ れ た ね じ シ ャ フ ト ３ ３ が 延 び て い る 。 ピ ン １ ６ に は 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン
ト １ ８ と 、 フ ラ ン ジ ３ ５ を 備 え た ブ シ ュ ３ ４ と 、 ナ ッ ト ３ ６ と が 被 せ 嵌 め ら れ て い る 。 こ
れ ら の 構 成 部 材 は 、 コ ン ソ ー ル の 第 ２ の 脚 １ ４ に お け る 、 ユ ニ ッ ト １ １ の た め の 取 付 け 手
段 と し て 働 く 構 造 群 ３ ７ を 形 成 し て お り 、 こ の 構 造 群 ３ ７ は 、 ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け る 前 に
、 図 ５ に 示 し た よ う な 形 式 で 予 備 取 付 け 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ピ ン １ ６ に 嵌 合 さ れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ は 等 し い 直 径 の ２ つ の 端 部 区 分 ３ ８ ， ３
９ を 有 し て お り 、 こ れ ら の 端 部 区 分 は 、 よ り 小 さ な 直 径 の 中 間 区 分 ４ ０ に よ っ て 結 合 さ れ
て い る 。 こ の 形 状 に よ り 、 中 空 円 筒 状 の エ レ メ ン ト １ ８ は 、 周 囲 を 取 り 囲 ん だ 環 状 溝 ４ １
を 有 し て お り 、 こ の 環 状 溝 ４ １ の 直 径 は 、 基 本 的 に 、 コ ン ソ ー ル １ ２ の 第 ２ の 脚 １ ４ に お
け る 個 々 の 切 欠 ２ １ ， ２ ２ の 直 径 よ り も 所 定 の 寸 法 だ け 大 き く 、 環 状 溝 の 幅 は 第 ２ の 脚 の
厚 さ よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ は 、 予 備 取 り 付 け さ れ た 状 態 に お い て は 、 軸 方 向 に 圧 迫 さ れ ず
に ピ ン １ ６ に 被 せ 嵌 め ら れ て い る （ 図 ５ ） 。 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト は 、 端 部 区 分 ３ ８ に お
い て 、 ピ ン １ ６ の 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト の 内 径 に 合 致 し て 嵌 合 し た 区 分 ３ ２ と 皿 状 部 ３
０ と を 包 囲 し て い る 。 ピ ン １ ６ に は め 込 ま れ た ブ シ ュ ３ ４ は 、 区 分 ３ ２ と 同 じ 外 径 を 有 し
て お り 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ の 他 方 の 端 部 区 分 ３ ９ に 合 致 し て 貫 通 し て い る 。 フ ラ
ン ジ ３ ５ は エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ の 外 径 に 合 致 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ ３ ５ を 備 え た ブ
シ ュ ３ ４ と ナ ッ ト ３ ６ と は 緊 定 手 段 を 形 成 し て お り 、 こ の 緊 定 手 段 に よ っ て エ ラ ス ト マ エ
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レ メ ン ト １ ８ は 軸 方 向 に 圧 縮 可 能 で あ る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ５ に 示 し た よ う に 、 区 分 ３ ９ の 軸 方 向 長 さ に 合 致 し た ブ シ ュ ３ ４ は 、 区 分 ３ ２ に 対 し て
間 隔 を 形 成 し て お り 、 こ の 区 分 ３ ２ は 、 皿 状 部 ３ ０ と 共 に 、 軸 方 向 で エ ラ ス ト マ エ レ メ ン
ト １ ８ の 端 部 区 分 ３ ８ の 長 さ に 亘 っ て 延 び て い る 。 こ れ に よ り 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １
８ の 圧 迫 さ れ て い な い 状 態 に お い て 、 中 間 区 分 ４ ０ に 配 属 さ れ た 、 ピ ン １ ６ の ね じ シ ャ フ
ト ３ ３ を 包 囲 し た 環 状 ギ ャ ッ プ ４ ３ が 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８
は 、 図 ５ に 示 し た 取 付 け 状 態 に お い て 、 中 間 区 分 ４ ０ の 領 域 に お い て 半 径 方 向 内 方 へ 撓 む
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
液 圧 式 ユ ニ ッ ト １ １ を コ ン ソ ー ル １ ２ に 取 り 付 け る た め に 、 ピ ン １ ５ 及 び 、 ピ ン １ ６ と 、
エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ と 、 フ ラ ン ジ ３ ５ を 備 え た ブ シ ュ ３ ４ と 、 ナ ッ ト ３ ６ と か ら 成
る 図 ５ に 示 さ れ た ２ つ の 構 造 群 ３ ７ が ユ ニ ッ ト １ １ に は め 込 ま れ る 。 ユ ニ ッ ト １ １ の 下 側
１ ９ に 設 け ら れ た ピ ン １ ５ に 配 属 さ れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ７ は 、 ピ ン に 被 せ 嵌 め ら
れ て い る か 又 は 、 既 に コ ン ソ ー ル １ ２ の 第 １ の 脚 １ ３ に お け る 開 口 ２ ０ に は め 込 ま れ て い
る こ と が で き る 。 こ の よ う に 完 成 さ れ た ユ ニ ッ ト １ １ は 、 図 １ に 矢 印 ４ ５ で 示 し た 取 付 け
方 向 で コ ン ソ ー ル １ ２ へ 降 ろ さ れ る 。 こ の 場 合 、 自 由 端 部 に お い て ビ ー ド 状 の 、 周 囲 に 沿
っ て 設 け ら れ た シ ー ル 部 を 有 す る こ と が で き る ピ ン １ ５ は 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ７ に
は め 込 ま れ る （ 又 は ピ ン に 予 め 取 り 付 け ら れ た エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト が 脚 １ ３ の 開 口 ２ ０
を 貫 通 す る ） 。 同 時 に 、 ピ ン １ ６ と 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ と 、 緊 定 手 段 ３ ４ ， ３ ５
， ３ ６ と か ら 成 る そ れ ぞ れ の 構 造 群 ３ ７ が 、 配 属 さ れ た 、 取 付 け 方 向 と は 反 対 方 向 に 上 方
へ 開 放 し た 切 欠 ２ １ ， ２ ２ に は め 込 ま れ る 。 こ の 場 合 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ に 設 け
ら れ た 中 間 区 分 ４ ０ は 、 切 欠 ２ １ ， ２ ２ の 漏 斗 状 の 口 を 通 過 す る と き に 半 径 方 向 内 方 へ 変
形 さ せ ら れ る 。 コ ン ソ ー ル １ ２ に お け る ユ ニ ッ ト １ １ の 最 終 位 置 が 達 成 さ れ る と 、 エ ラ ス
ト マ エ レ メ ン ト １ ８ の 中 間 区 分 ４ ０ の 変 形 は 、 固 有 弾 性 に よ っ て 大 幅 に 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 い で 、 そ れ ぞ れ の ナ ッ ト ３ ６ が 締 め 付 け ら れ 、 こ れ に よ り 、 フ ラ ン ジ ３ ５ を 備 え た ブ シ
ュ ３ ４ は ね じ シ ャ フ ト ３ ３ 上 を 長 手 方 向 に 摺 動 し 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ は 、 半 径 方
向 に 拡 開 し な が ら 軸 方 向 で 圧 迫 さ れ 、 軸 方 向 に 圧 縮 さ れ る 。 軸 方 向 の 圧 縮 に 基 づ き 、 液 圧
式 ユ ニ ッ ト １ １ は コ ン ソ ー ル １ ２ の 第 ２ の 脚 １ ４ に 向 か っ て 摺 動 す る 。 こ れ と 同 時 に 、 エ
ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ７ は 開 口 ２ ０ 内 に お い て 長 手 方 向 軸 線 の 方 向 に 摺 動 す る が 、 こ の 場
合 、 コ ン ソ ー ル １ ２ の 第 ２ の 脚 １ ３ と の 相 互 形 状 に よ る 結 合 を 失 う こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ね じ 締 め 行 程 は 、 ピ ン １ ６ の 区 分 ３ ２ に ブ シ ュ ３ ４ が 衝 突 す る こ と に よ っ て 終 了 さ れ る 。
図 ４ に 示 さ れ た こ の 状 態 で は 、 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ の 環 状 ギ ャ ッ プ ４ ３ は ピ ン １ ６
の 区 分 ３ ２ と ブ シ ュ ３ ４ と に よ っ て 完 全 に 充 填 さ れ て い る 。 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ は
次 の よ う に 変 形 さ せ ら れ る 。 す な わ ち 、 円 周 の 半 分 以 上 ま で が コ ン ソ ー ル １ ２ の 第 ２ の 脚
１ ４ に よ っ て 掴 ま れ た 中 間 区 分 ４ ０ が 半 径 方 向 内 方 へ 押 圧 さ れ な が ら 切 欠 ２ １ ， ２ ２ に 係
合 す る よ う に で あ る 。 こ れ に 対 し て エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ の 両 方 の 端 部 区 分 ３ ８ ， ３
９ は 、 軸 方 向 に 押 圧 さ れ な が ら 第 ２ の 脚 １ ４ の 両 方 の 側 面 ２ ４ ， ２ ５ に 当 て 付 け ら れ る 。
エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト １ ８ の 軸 方 向 圧 迫 に よ っ て 、 コ ン ソ ー ル １ ２ の 第 ２ の 脚 １ ４ と の 摩
擦 に よ る 結 合 及 び 相 互 形 状 に よ る 結 合 が 生 ぜ し め ら れ 、 こ の 場 合 、 エ ン ボ ス 加 工 部 は 補 助
的 に 作 用 す る 。 取 付 け 技 術 上 安 価 に 行 わ れ る コ ン ソ ー ル １ ２ へ の ユ ニ ッ ト １ １ の 弾 性 的 な
支 承 に よ り 、 装 置 の 妨 害 的 な 振 動 が 車 両 の 車 体 に 伝 達 す る こ と が 大 幅 に 回 避 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
コ ン ソ ー ル を 用 い て 車 両 ブ レ ー キ 系 の 液 圧 式 ユ ニ ッ ト を 弾 性 的 に 支 承 す る た め の 装 置 を 側
面 図 で 示 し て い る 。
【 図 ２ 】
コ ン ソ ー ル の 区 分 を 図 １ の 矢 印 Ｉ Ｉ の 方 向 で 見 た 拡 大 図 を 示 し て い る 。
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【 図 ３ 】
コ ン ソ ー ル の 区 分 を 図 ２ の 矢 印 Ｉ Ｉ Ｉ の 方 向 で 見 た 平 面 図 を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】
装 置 の 軸 方 向 に 圧 迫 さ れ た 固 定 手 段 を 、 図 １ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 に 沿 っ て 見 た 拡 大 さ れ た 断 面
図 を 示 し て い る 。
【 図 ５ 】
図 ４ に 示 し た 固 定 手 段 を 示 し て い る が 、 圧 迫 さ れ て い な い 構 造 群 と し て 示 さ れ て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 装 置 、 　 １ １ 　 液 圧 式 ユ ニ ッ ト 、 　 １ ２ 　 コ ン ソ ー ル 、 　 １ ３ ， １ ４ 　 脚 、 　 １ ５
， １ ６ 　 ピ ン 、 　 １ ７ ， １ ８ 　 エ ラ ス ト マ エ レ メ ン ト 、 　 １ ９ 　 下 側 、 　 ２ ０ 　 開 口 、 　
２ １ ， ２ ２ 　 切 欠 、 　 ２ ３ 　 平 面 、 　 ２ ４ ， ２ ５ 　 側 面 、 　 ２ ６ 　 エ ン ボ ス 加 工 部 、 　 ２
８ 　 押 込 み プ ラ グ 、 　 ２ ９ 　 収 容 孔 、 　 ３ ０ 　 皿 状 部 、 　 ３ １ 　 端 面 、 　 ３ ２ 　 減 径 さ れ
た 区 分 、 　 ３ ３ 　 ね じ シ ャ フ ト 、 　 ３ ４ 　 ブ シ ュ 、 　 ３ ５ 　 フ ラ ン ジ 、 　 ３ ６ 　 ナ ッ ト 、
　 ３ ７ 　 構 造 群 、 　 ３ ８ ， ３ ９ 　 端 部 区 分 、 　 ４ ０ 　 中 間 区 分 、 　 ４ １ 　 環 状 溝 、 　 ４ ３
　 環 状 ギ ャ ッ プ
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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